
在宅医療及び小規模医療機関における安全適正な
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当初の目的
佐賀県内の輸血医療実施施設に輸血療法委員会を設置
佐賀県における輸血医療の実態把握

輸血医療の均てん化
九州地区の合同輸血療法委員会との連携
小規模施設の輸血医療に関する支援対策
輸血医療教育体制整備
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具体的取り組みとして、
（１）院内輸血療法委員会設置推進用パッケージの作成と配布
（２）小規模施設の支援対策として輸血関連検査の教育用DVDの作成
など、佐賀県内の輸血医療上の技術や知識の均てん化、輸血後副反応の管理などの支援体制
の整備を行ってきた。

Å佐賀県内のすべての輸血医療実施施設に輸血療法委員会を設置させるための研究
Å院内輸血療法委員会設置推進用パッケージを用いた包括的輸血療法支持体制の整備
Å合同輸血療法委員会による輸血療法支援ネットワーク体制の構築
Åパンデミック感染症や災害時におけるへき地や離島での輸血医療の継続のため体制

整備
Å佐賀県における在宅および小規模医療機関における輸血事情調査と「モザイク ICT 

連携」による輸血実施体制支援
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山口大学医学部附属病院 輸血部／再生細胞治療センター 藤井 康彦先生
知っておきたい輸血の副作用と対策より引用



平成２８年度 血液製剤使用適正化方策調査研究事業
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輸血検査教育用DVDの作成輸血検査教育用DVDの作成
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在宅赤血球輸血ガイド（日本輸血治療細
胞学会誌）をご存じですか

ͻ

参照したことがあるは１２％に過ぎない
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アンケート調査依頼医療機関：138施設
アンケート回答医療機関：67施設 回答率：48.5％







【困った点】
・新型コロナウイルス患者の使用済み輸血用血液製剤バッグの回収
・手術準備のため貯血の自己血が手術延期に伴い、廃棄となる事例が発生した。
・RBCの期限切れ廃棄が例年より少し多い印象があった。通年A型の期限切れ廃棄はあまりないが発

生した。
・血小板の発注に対し納品まで時間を要することが多かった。
・手術件数減少のため、血液製剤の手配・調整に苦慮した。
・輸血用血液製剤の受け渡しについて、困った。

コロナ禍における輸血医療において、困った点や工夫した業務方法等について

【工夫した業務】
・規定在庫数を変動させ、必要時は戻すなど状況に合わせた運用を行った。
・血小板は事前発注や確保を行うため、使用頻度の高い血液内科医師に輸血の可能性も含めたオ

ーダーを行っていただくように依頼した。（但し、確保については臨床も製剤管理する側も煩雑
に感じた。）

・院内の輸血療法委員会の開催について、院内でオンライン開催が出来る環境が整っていなかった
ため、書面開催にて開催している
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電子カルテ情報の開示範囲が限られている
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ID- LINK

リアルタイム連携には対応できない。
専門性の高い領域における連携についてはカスタマイズが必要
（莫大な費用を必要とする）
様々な資材を搭載しようとすると表示内容が煩雑になり、アクセス性が障害される。
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臨床現場と輸血管理部門の意識のすり合わせ

適正かつ安全な輸血の実践のために

輸血療法委員会

施設の事情にあった
ガイドラインとマニ

ュアル整備

対象診療科の把握と
日常連携

特殊輸血療法対応訓練
（シミュレーション）

多職種間の連携とコ
ミュニュケーション

づくり

きちんとこれらが機能することを担保する



佐賀大学医学部附属病院
電話 0952－31－6511
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